
 

 

 

 

 

6/7梅雨入り後は、低日照・多雨・多湿が続いております。徒長枝などの整理を行い、園地内に十分光が入るようにし

てください。また収穫まで一定の間隔で散布を進めてください。 

 

 和梨（有袋）の薬剤散布（収穫前や収穫中の作物への飛散に十分注意してください。） 

  

 

散布時期 7 月 25 日～30 日 ＊左記は目安となります 

散布薬剤 

水                  １００㍑ 
展着剤                  ２０ml 

ダニコングフロアブル       ５０ml  （前日、1回)     
キノンドー顆粒水和剤     １００ｇ  （3日前、9回)  

○劇オリオン水和剤 40       １００ｇ  (3日前、2回) 
対象病害虫 黒斑病、輪紋病、ハダニ類、シンクイムシ類、ハマキムシ類、カイガラムシ類 

散 布 量 10ａ当り：450 ㍑以上  

注意事項 

① シンクイムシ類対策：オリオン水和剤 40 に代えて、○劇 バリアード顆粒水和剤 2,000 倍

（前日、3 回）を使用する。 

② 通常展着剤（ハイテンパワー等）に代えて、ササラ 2,000 倍を使用すると薬液の広がり

がよくなり、散布後の乾きも早くなる効果がある。 

③ オリオン水和剤 40・バリアード顆粒水和は、劇物登録薬剤です。購入の際には印鑑を持

参してください。 

 

 

 

 

散布時期 8 月 10 日～15 日 ＊左記は目安となります 

散布薬剤 

水                  １００㍑ 
展着剤                 ２０ml 
コロマイト乳剤        １００ml  （前日、1回)   

ベルクートフロアブル            ５０ml  （14日前、5回)   
エクシレル SE          ２０ml  （前日、3回） 

対象病害虫 黒斑病、輪紋病、ハダニ類、シンクイムシ類 

散 布 量 10ａ当り：450 ㍑以上  

注意事項 

① 幸水等の最終散布。 

② ベルクートフロアブルに代えて、キノンドー顆粒水和剤 1,000 倍（3 日前、9 回）でも

よい。 

 

 

 
 

 散布日：7 月  日 

 散布量：    ㍑ 

 散布日：8 月  日 

 散布量：    ㍑ 

【有袋】8月上中旬の薬剤散布（前回より 15日後） 

【有袋】7月下旬の薬剤散布（前回より 15日後） 

和梨（無袋）の薬剤散布は次ページをご覧ください 

令和元年 7月 17日 

ＪＡ中野市営農センター 
ＪＡ中野市ナシ部会 
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和梨（無袋）の薬剤散布（収穫前や収穫中の作物への飛散に十分注意してください。） 

 

【無袋】7月下旬の薬剤散布（前回より 15日後） 

散布時期 7 月 25 日～30 日  ※左記は目安となります 

散布薬剤 

水             １００㍑ 

展着剤               ２０ml 

ダニコングフロアブル    ５０ml  （前日、1回） 

キノンドー顆粒水和剤   １００ｇ （3日前、9回） 

○劇バリアード顆粒水和剤   ５０ｇ （前日、3回） 

対象病害虫 黒斑病、輪紋病、ハダニ類、シンクイムシ類、カメムシ類、クワコナカイガラムシ 

散布量 10 ｱｰﾙ当り：450 ㍑以上  

注意事項 

① 通常展着剤（ハイテンパワー）に代えて、ササラ 2,000 倍を使用すると薬液の広がり
がよくなり、散布後の乾きも早くなる効果がある。 

② バリアード顆粒水和は劇物登録薬剤です。購入の際は印鑑を持参してください。 
 

【無袋】8月上中旬の防除（前回から 15日後） 

散布時期 8 月 10 日～15 日 ＊左記は目安となります 

散布薬剤 

水             １００㍑ 

展着剤           ２０ml 

コロマイト乳剤      １００ml  （前日、1回） 

ベルクートフロアブル     ５０ml   (14日前、9回) 

エクシレル SE               ２０ml  (前日、3回) 

対象病害虫 黒斑病、輪紋病、ハダニ類、シンクイムシ類 

散布量 10 ｱｰﾙ当り：450ℓ  

注意事項 

① 幸水等の最終散布 

② ベルクートフロアブルに代えて、キノンドー顆粒水和剤 1,000 倍（3 日前、9 回）でも
よい。 

 

 7 月中下旬の重点作業 
① 土壌水分管理（土壌水分の激変を緩和） 

梅雨明け後の急激な土壌乾燥防止 ⇒ 可樹冠下に敷きワラ等のマルチを早めに行ってください。 

                ⇒ 定期的に冠水を行う。 

② 雑草管理：害虫の発生源となりますので、園内除草を徹底してください。 

除草剤使用基準：バスタ液剤（水 100ℓ 当り バスタ液剤 500mℓ ） 

次回特報   発行予定日：8月 19日 

8月下旬、9月上中旬（最終）の薬剤散布について 

 散布日：7 月   日 

 

 散布量：     ㍑ 

 散布日：8月   日 

 散布量：     ℓ  


